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明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

きょう
３月１日
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豊
か
な
ま
ち
へ
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

宇
治
市
長
　
池
本
正
夫

宇
治
市
は
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
一

日
に
市
制
を
施
行
い
た
し
ま
し
て
か
ら
、

こ
こ
に
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
三
十
年
は
本
市
に
と
り
ま
し
て
、

ま
さ
に
激
動
の
歳
月
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
過
去
幾
多
の
試
練
に
遭
遇
し

な
が
ら
も
こ
れ
を
克
服
し
、
市
政
の
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
着
実
な
進
展
を
と

げ
、
ま
た
市
制
施
行
当
時
約
三
万
八
千

人
で
あ
り
ま
し
た
人
口
も
十
五
万
余
人

を
数
え
、
今
や
京
都
南
部
に
お
け
る
中

核
都
市
と
し
て
輝
や
か
し
い
発
展
を
見

つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜
び
に

た
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
ひ
と
え
に
、
今
日
ま
で
市
政
発

展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

市
民
の
み
な
さ
ん
、
な
ら
び
に
関
係
機

関
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
深
く
敬
意
と
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

今
、
こ
こ
に
三
十
周
年
と
い
う
意
義

あ
る
と
き
に
あ
た
り
、
先
人
が
守
っ
て

こ
ら
れ
た
千
年
の
歴
史
と
恵
ま
れ
た
自

然
、
豊
か
な
文
化
遺
産
を
継
承
す
る
と

と
も
に
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
”
宇
治
”

を
よ
り
Ｉ
層
す
ば
ら
し
い
、
み
ど
り
豊

か
な
住
み
よ
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま

ち
に
す
る
た
め
に
、
た
ゆ
ま
な
い
努
力

を
続
け
る
こ
と
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
新
た
に
お
誓
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

重
要
に
な
る
地
方
自
治
の
役
割

宇
治
市
議
会
議
長
　
竹
林
瑛
峻

宇
治
市
制
施
行
三
十
周
年
を
市
民
の

み
な
さ
ま
と
七
も
に
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
二
十
六
年
、
宇
治
市
は
人
口
一
二

万
八
千
人
で
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
以
来
一
二
十
年
、
京
阪
神
の

住
宅
都
市
と
し
て
発
展
を
し
、
幾
多
の

困
難
や
試
練
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
先

輩
各
位
と
市
民
の
英
知
を
結
集
し
、
そ

の
危
機
を
乗
り
越
え
て
、
今
や
十
五
万
の

人
口
を
有
す
る
輝
か
し
い
宇
治
市
を
築

き
あ
げ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
更
に
こ
の
輝
か
し

い
宇
治
市
を
発
展
さ
せ
住
民
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
な
お
幾
多
の
重

要
な
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
九
八
〇
年
代
は
地
方
の
時
代
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
今
後
、
地

方
自
治
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

宇
治
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
決

意
を
新
た
に
し
て
、
市
民
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
向
上
、
ま
た
都
市
基
盤
の
整

備
な
ど
明
日
の
宇
治
市
建
設
に
む
か
っ

て
一
層
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
み
な
さ
ま
方
の

ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
中
し
上
げ

ま
す
。
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市政に尽くされた人など表彰

３月１日　市制施行30周年記念式典で

昭
和
二
士
（
年
に
市
制
を
旅
行

し
た
宇
治
市
は
。
き
ょ
う
三
月
一

日
が
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
日

を
む
か
え
ま
す
。

昭
和
五
土
（
年
度
に
は
、
数
多

く
の
市
制
三
十
周
年
記
念
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
き
ょ
う
三

月
一
日
、
新
築
さ
れ
た
菟
道
第
二

小
学
校
体
育
館
で
市
制
旅
行
三
十

周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

・
式
典
で
は
、
自
治
功
労
者
や
篤

志
者
の
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈
な

ど
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
「
市
の

宝
木
。
市
の
木
し
市
の
花
」
の
発

表
が
あ
り
、
三
十
周
年
を
祝
っ
て

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
コ
ー

ラ
ス
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

今
回
表
彰
お
よ
び
感
謝
状
の
贈

呈
を
受
け
ら
れ
る
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
ａ
治
功
労
者

島
田
正
夫

マ
篇
志
者

今
村
忠
司
小
水
井
勘
一

田
島
ノ
プ

宇
治
市
連
合
母
子
会

南
京
都
信
用
金
庫

マ
優
良
職
員

浦
田
和
男

小
林

小
山

久
保
慶
子

巧
小
森
弘
士

克
己

高
沢
俊
夫

杉
本
敬
一

矢
野
悟

吉
川
博
義

▽
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
・
壁
Ｉ

岡
本
納
税
貯
蓄
組
合

小
倉
納
税
貯
蓄
組
合

上
の
上
納
税
貯
蓄
組
合

大
工
町
納
税
貯
蓄
組
合

開
納
税
貯
蓄
組
合

猪
尾
昇

金
井
繁
男

井
上
政
一

中
西
寅
一

Ｉらか巻４第史市治宇ぐ典式迎歓の時行施制市

西
田
武
一

丸
山
三
郎

▽
市
政
功
労
者

北
村
勇
蔵

垣
内
俊
治

田
中
幸
雄

野
口
一
美

平
尾
嘉
一
郎

宮
川
．
幸
雄
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西
村
栄
太
郎

大
西
正
助

竹
本
吉
隆

中
井
甫

橋
本
俊
治

石
川
允

久
野
益
三

近
藤
清
己

菅
野
準

八
田
敏
秀

増
井
百
合
子

大
石
嘉
雄

萬
田
一
郎
小
畑
正
保

山
田
耕
三

池
本
菊
次

Ｉで小道菟くに校－
ク
一

も校学小

大
石
す
み
れ

小
山
武
彦

下
村
弥
彦

中
村
美
代
子

福
島
浩
三

宮
本
正
司

山
本
マ
キ

中
川
恵
次

池
本
恭
幸

細
見
佳
子

芝
野
忠
夫

西
野
剛

神
田
進
一

高
畑
四
四
男

田
中
義
剛

井
本
茂
美

薮
内
治

岩
崎
仁

中
村
章
子

畑
シ
ズ

藤
本
茂
代

三
芳
和
子

マ
市
政
功
労
団
体

中
村
明
正

松
田
恒
知

鷹
取
一
公

中
村
長
弘

神
部
一
香

永
谷
三
之
丞

高
志
晋
順

田
中
京
子

西
村
幸
子

林
た
江
子

松
井
信
行

宇
治
ロ
ー
タ
リ
・
―
‐
ク
ラ
ブ

宇
治
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

宇
治
青
年
会
議
所

宇
治
消
防
協
力
会

宇
治
青
年
赤
土
子
奉
仕
団

圓
宇
治
市
社
会
福
祉
協
襲
｀

宇
治
市
少
年
補
導
協
甕
″

宇
治
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議

会宇
治
市
心
身
障
害
児
㈲
父
母
の

三
月
九
日
か
ら
発
売
す
る
宇
（
「
宇
治
市
の
過
去
と
現
在
」
－

治
市
史
第
六
巻
で
、
ひ
と
ま
ず
編
さ
ん
を
終
え
て
↓

市
史
の
編
さ
ん
を
終
了
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、

行
三
十
周
年
記

念
事
業
の
一
つ

と
し
て
。
宇
治

市
史
完
結
記
念

式
と
記
念
講
演

を
開
き
ま
す
。

ご
近
所
お
さ

そ
い
合
わ
せ
て

お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

市
制
施

宇治市史

完結記念講演

マ
と
き
…
３
月
1
5
日
間

マ
と
こ
ろ
…
市
民
会
館
３
階
大

会
議
室

マ
式
典

会圓
宇
治
市
体
育
隻
｛

宇
治
市
文
化
隻
〃

宇
治
市
史
共
同
編
集
責
任
者

京
都
国
立
博
物
館
々
長

林
屋
辰
三
郎
さ
ん

京
都
大
学
名
誉
教

宇
治
市
の
あ
ゆ
み

〈
昭
和
〉

2
6
年
３
月

授藤
岡
謙
二
郎
さ
ん

（
講
演
）
「
私
が
歴

史
と
地
理
に
め

ざ
め
た
時
」

京
都
大
学
名
誉
教

授原
随
園
さ
ん
。

◇

宇
治
市
史
笙
ハ
巻
は
。
三
月

九
日
か
ら
発
売
。
領
布
実
費
四

千
円
。
（
市
史
編
さ
ん
室
）

圓
宇
治
市
文
化
財
愛
護
隻
’

宇
治
市
甕
骨
友
会

宇
治
市
連
合
婦
人
会

1
2
月

2
8
年
８
月

2
9
年
７
月

3
1
年
５
月

1
2
月

3
2
年
３
月

1
1
月

3
6
年
９
月

3
8
年
８
月

1
0
月

3
9
年
1
0
月

1
1
月

4
0
年
1
0
月

4
1
年
８
月

む
一
年
６
月

4
3
年
７
月

″
「
年
９
月1

0
月

4
5
年
３
月４

月

4
7
年
４
月1

1
月

4
8
年
１
月

８
月

5
0
年
３
月

８
月1

2
月

5
1
年
３
月

1
0
月

5
2
年
８
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

5
3
年
一
月

４
月

ら
月

７
月

5
4
年
７
月

８
月

1
2
月

5
5
年
５
月

‐
一
月

5
6
年
３
月

久
世
郡
宇
治
町
、
槙
島
村
、
小
倉
村
、
大
久
保
村
、

宇
治
郡
東
宇
治
町
が
合
併
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て

宇
治
市
を
設
置
。

広
報
紙
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
第
１
号
を
発
行
。

南
山
城
水
害
に
よ
り
隠
元
橋
（
木
檎
）
が
流
失
。
1
3

号
台
風
に
よ
る
風
水
害
の
た
め
災
害
救
助
法
発
助
、

被
害
額
約
2
1
億
円
に
達
す
る
。

宇
治
市
消
防
署
を
設
置
。

地
方
財
政
再
建
特
別
措
置
法
に
よ
る
自
主
再
建
団
体

と
な
る
。
■

隠
元
橋
復
旧
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
）
が
完
成
。

平
等
院
鳳
凰
堂
解
体
修
理
完
成
、
落
慶
式
を
挙
行
。
・

塔
川
無
料
休
憩
所
を
開
設
。

市
営
茶
室
「
対
鳳
庵
」
を
開
設
。

第
２
室
戸
台
風
惨
禍
全
市
に
及
び
災
害
救
助
法
発
動
、

被
害
2
0
億
円
に
達
す
る
。

新
市
庁
舎
の
屋
上
に
「
希
望
の
鐘
」
を
設
置
。

新
市
庁
舎
が
完
成
。

天
ケ
瀬
ダ
ム
が
竣
工
。

府
営
山
城
浄
水
場
が
完
成
。
城
南
衛
生
管
理
組
合
を

設
立
。

宇
治
市
民
会
館
が
完
成
。

「
平
和
の
像
」
の
除
幕
式
。
黄
聚
公
園
野
球
場
が
完
成
。

交
通
災
害
共
済
制
度
を
実
施
。
育
成
学
級
を
小
倉
小

学
校
と
宇
治
小
学
校
に
設
置
。

黄
槃
公
園
プ
ー
ル
が
完
成
。

老
人
憩
の
家
が
完
成
。

自
動
車
文
庫
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
の
巡
回
開
始
。

宇
治
市
民
憲
章
、
宇
治
市
歌
を
制
定
。

人
口
1
0
万
人
を
突
破
。
東
宇
治
消
防
出
張
所
を
開
設
。

西
宇
治
消
防
出
張
所
を
開
設
。
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
設
置
。

第
１
回
宇
治
市
技
能
功
労
者
を
表
彰
。

宇
泊
市
史
第
１
巻
を
刊
行
。

「
き
こ
え
の
教
室
」
を
神
明
小
学
校
に
開
設
。
西
宇
治

公
園
プ
・
・
‐
ル
が
完
成
。

宇
治
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
開
園
。

あ
き
地
の
雑
草
等
の
除
去
に
関
す
る
条
例
（
草
刈
り

条
例
）
を
施
行
。
古
紙
回
収
事
業
を
開
始
。

宇
治
市
総
合
計
画
を
策
定
。

都
市
計
画
街
路
（
宇
治
橋
若
森
線
）
が
全
線
開
通
。

善
法
隣
保
館
を
開
設
。

東
宇
治
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
開
園
。
京
滋
バ
イ
パ
ス

の
環
境
影
響
調
査
始
ま
る
。

市
旗
を
制
定
。

宇
治
浄
水
場
の
拡
張
工
事
完
成
。

燃
え
る
ご
み
の
週
２
回
収
集
を
実
施
。

財
政
自
主
再
建
計
画
を
策
定
。

「
こ
と
ぱ
の
教
室
」
を
伊
勢
田
小
学
校
に
開
設
。

宇
治
心
身
障
害
児
者
共
同
作
業
所
を
開
設
。

木
幡
隣
保
館
を
開
設
。

燃
え
な
い
ご
み
の
月
２
回
収
集
を
実
施
。

人
口
1
5
万
人
を
突
破
。
宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
・
保

健
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
を
結
成
。

宇
治
市
実
施
計
画
（
第
１
次
３
ヵ
年
計
画
）
を
策
定
。

青
空
市
民
相
談
を
実
施
（
宇
治
橋
通
り
で
）
。

京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価
書
に
対
す
る
市
の
見

解
書
提
出
。

宇
治
市
制
施
行
3
0
周
年
。

6 4Ｑ
Ｊ

を
市
の
宝
木
と
し
ま
し
た
。

▼
市
の
木
″
も
み
じ
″

（
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
）

も
み
じ
は
、
だ
れ
に
で
も
親
し

ま
れ
る
秋
の
紅
葉
が
最
も
す
ば
ら

し
い
木
で
。
春
夏
の
緑
と
と
も
に

宇
治
川
沿
い
の
山
や
谷
を
い
ろ
ど

宇
治
の
も
み
じ
は
昔
か
ら
有
名
で

し
た
。
現
在
も
興
聖
寺
の
琴
坂
、

朝
日
山
、
も
み
じ
谷
、
一
一
重
戸
の

紅
楓
な
ど
名
所
が
多
く
あ
り
拿
Ｔ
。

た
だ
、
一
般
的
に
も
み
じ
と
は

カ
エ
デ
類
の
通
称
で
、
元
来
は
秋

に
葉
が
紅
色
、
黄
色
に
な
る
い
ろ

い
ろ
な
木
を
指
す
た
め
。
制
定
に

あ
た
っ
て
は
”
イ
口
（
モ
ミ
ぶ

と
指
定
。

秋
ご
と
に
紅
葉
し
年
々
成
長
‐

数
百
年
の
樹
齢
に
も
な
る
イ
口
（

モ
ミ
ジ
は
、
活
が
あ
る
宇
治
市
の

将
来
を
象
徴
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
木
で
す
。

▼
市
の
花
″
や
ま
ぶ
き
″

品
が
あ
り
、
美
し
い
も
の
で
す
。

宇
治
川
の
ほ
と
り
一
帯
に
自
生

す
る
や
ま
ぷ
き
は
、
早
く
か
ら
詩

歌
や
墨
金
な
ど
に
登
場
し
て
い
ま

ま
っ
４
？
ぱ
Ｌ
４
や
ま
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｕ

す
。
磐
唇
蕉
は
「
山
吹
や
宇
治

の
ほ
い
ろ
の
匂
ふ
時
」
と
発
句
す

る
な
ど
、
宇
治
は
茶
と
と
も
に
や

ま
ぷ
き
と
の
結
び
つ
き
は
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
現
在
も
山
吹
橋
、

春
の
岸
辺
の
山
吹
、
琴
坂
の
山
吹

な
ど
の
名
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
「
山
吹
色
の
小
判
」
と

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
や
ま
ぷ
き
が

年
々
黄
金
色
の
花
を
咲
か
せ
。
宇

治
市
の
福
々
し
い
繁
栄
を
象
徴
す

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
花
で
す
。

宇
治
市
で
は
。
市
制
施
行
三
十

国
華
を
記
念
し
て
「
市
の
木
」
「
市

の
花
」
の
制
定
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
が
、
市
の
木
に
は
ご
み
じ

（
イ
口
（
モ
ミ
ジ
）
Ｉ
市
の
花
に

は
ぞ
ま
ぶ
き
”
と
決
定
し
ま
し

た
。こ

の
市
の
木
・
・
市
の
花
の
制
定

は
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
三
百
八

曳
ヽ

ぶまや
花

の
市

Ｉ
定制日１月

ａ
ａ作図

『
る
自
然
の
美
し
さ
は
格
別
で
す
。
春
に
な
る
と
、
し
な
や
か
に
た

に
ぢ
ゃ
の
杢
を
制
定
し
ま
し
と
茶
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
の
た
歌
人
、
ｗ
ｍ
心
和
は
「
も
み
じ
れ
た
枝
一
杯
に
黄
金
色
の
花
を
咲

た
。
ゆ
ま
な
い
努
力
が
あ
い
ま
っ
で
'
ｉ
の
な
お
一
一
一
ま
さ
る
ｉ
ｍ
ｉ
よ
心
か
せ
る
や
ま
ふ
苧
Ｌ
優
雅
で
気

選
定
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で

て
ん
茶
、
玉
露
な
ど
な
甲
心
に
日
ま
の
霜
の
心
を
ぞ
し
る
」
と
よ
み
、

市
の
木
・
市
の
花
決
ま
る

十
二
通
も
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
す
。

Ｕ
祀
釘
絆
ば
▼
市
の
宝
木
″
ち
ゃ
の
木
’

本
緑
茶
の
最
高
位
を
き
わ
め
、
ゆ

る
ぎ
な
い
名
声
を
得
て
い
ま
す
。

宇
治
と
言
え
ば
ぶ
蓼
、
お
茶
と

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を

。±
治
茶
以
い
滋
一
Ｊ
時
代
に
京
都
言
え
ば
％
治
”
｜
お
茶
は
宇

市
の
木
・
市
の
花
選
定
委
員
会
（
麓
栂
尾
か
ら
明
恵
上
人
に
よ
っ
て
宇
治
市
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
‘
手
。

次
郎
会
長
）
で
検
討
い
た
だ
き
、

そ
し
て
答
申
を
得
ま
し
た
。
こ
の

答
申
を
尊
重
し
て
、
池
本
市
長
が

市
の
木
・
市
の
花
、
さ
ら
に
全
国

で
も
初
め
て
と
い
う
「
市
の
宝
恣

治
の
地
に
伝
え
ら
れ
て
以
来
、
今

日
ま
で
七
百
五
十
余
年
に
わ
た
り

民
衆
に
よ
っ
て
い
つ
く
し
み
、
つ

ち
か
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

茶
作
り
に
恵
ま
れ
た
気
候
風
土

今
後
も
、
お
茶
の
木
が
市
民
の

み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
守
り
育
て
ら

れ
、
ま
た
右
茶
が
わ
が
宇
治
市
の

伝
統
産
業
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
こ
ち
や
の
杢

も
み
じ
　
や
ま
ぶ
き

、
驚
５
願
【
．
？
．
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国保の保険証

りよだ政市治宇

現
在
お
持
ち
の
あ
さ
ぎ
色
（
水

色
）
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
（
保
険
証
）
は
、
三
月
三
十
一

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
。
四
月
一
日
か
ら
は

桃
色
の
新
し
い
保
険
証
で
な
い
と

出
張
切
替
え
は

７
日
か
ら

の
で
、
旧
保
険
証
と
印
か
ん
を
ご

持
参
の
う
え
、
該
当
す
る
会
場
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
表
の

地
区
番
号
は
、
保
険
証
の
「
宇
」

に
続
く
二
桁
の
番
号
で
す
）

な
お
。
出
張
切
替
え
当
日
は
、

該
当
す
る
地
区
全
部
の
保
険
証
を

会
場
へ
持
ち
出
し
拿
Ｔ
の
で
、
該
当

地
区
の
人
は
市
役
所
で
切
替
え
で

き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
所
や
氏
名
な
ど
を
変
更

さ
れ
て
届
出
て
い
な
い
人
は
、
出

張
切
替
え
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ま
ず
保
険
年
金
課
で
変
更
届
を
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
く
ゎ
し
い
こ
と
は
、
保

険
年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

公
平
委
員
・
人
権

擁
護
委
員
決
ま
る

（
保
険
年
金
課
）
十
九
の
六
に
お
住
ま
い
で
、
関
西

ｔ
力
株
式
会
社
特
別
職
貝
。
水
谷

＜出張切替日程＞
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1
7
1
8
1
9
2
0
2
1

日
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
亀
Ｊ

さ
ん
は
大
久
保
町
上
心
山
四
一
云

六
に
お
住
ま
い
で
、
歯
科
医
。

◇

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
任
期

が
満
了
す
る
の
に
と
も
な
い
、
次

の
み
な
さ
ん
が
推
せ
ん
さ
れ
ま
し

た
。

対鳳庵　今日から開席

き
ょ
う
三
月
一
日
か
ら
平
等
院

の
と
な
り
、
宇
治
川
堤
沿
い
に
あ

る
市
営
茶
室
「
対
鳳
庵
」
が
開
席

し
て
い
ま
す
。

本
場
の
宇
治
茶
を
昧
わ
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
対
鳳
庵
を
設
け
て
二

十
年
あ
ま
り
。
今
年
も
気
軽
に
お

立
寄
り
く
だ
さ
い
。

対
鳳
庵
は
、
毎
日
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。

料
金
は
、
抹
茶
・
煎
茶
と
も
お
菓

子
が
っ
い
て
一
服
二
百
五
十
円
。

な
お
、
一
日
剛
は
無
料
で
す
。

（
写
真
は
、
今
日
か
ら
開
席
し
た

市
営
茶
室
肩
鳳
声
）

案
内

居
住
用
財
産
の

譲
渡
も
確
定
申
告
を

土
地
・
建
物
を
売
っ
た
と
き
は
、

譲
渡
に
よ
る
利
益
に
対
し
て
税
金

が
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
自
分
の
住
ん
で
い
た

建
物
や
そ
の
敷
地
を
住
ま
な
く
な

っ
た
日
か
ら
ま
る
３
年
目
の
年
の

1
2
月
3
1
日
ま
で
に
売
っ
た
場
合
。

確
定
申
告
に
よ
り
特
別
控
除
が
う

け
ら
れ
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

宇
治
税
務
署
（
a
0
4
1
4
1
）

ま
で
。
・
（
宇
治
税
務
署
）

３
月
の
献
血

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ｙ
３
月
1
0
日
向
午
前
1
0
時
？
正

午
ま
で
槙
島
ク
レ
ー
ン
駐
車
場
で
、

午
後
１
時
半
？
３
時
半
ま
で
宇
治

病
院
で
ｙ
３
月
2
0
日
圀
午
前
1
0
時

～
正
午
ま
で
日
本
ゾ
フ
ィ
ー
食
品

甑
で
、
午
後
１
時
半
？
３
時
半
ま

で
三
和
研
磨
工
業
で
。

（
保
健
衛
生
課
）

耳
の
無
料
相
談

耳
の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

ｙ
と
き
…
３
月
３
日
午
後
２
時

１
４
時
ｙ
と
こ
ろ
・
：
宇
治
保
健
所

ｙ
内
容
・
：
耳
の
無
料
検
診
（
診
察
、

検
査
、
相
談
、
指
導
）

（
宇
治
保
健
所
）

五
ヶ
庄
平
野
一
四
－
ニ

山
田
倫
久
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

み
ち
ひ
さ
君
は
、
辛
抱
強
く
て
あ
ま
り

泣
か
な
い
強
い
子
で
す
。

t
n
e

m
す

ま
ｉ
。

ん
ヽ
む

さ
ら
さ

子
て
だ

お
し
く

る
集
絡

ａ
’

掲
れ
へ

に
ま
諜

欄
生
報

の
月
広

こ
３
書年

文

［
ａＲ

］
ｑ
″

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

催
し

高
齢
化
社
会
へ
の

学
習
会

名
作
映
画
鑑
賞
会

日
曜
日
の
ひ
と
と
き
、
名
作
映

画
を
と
お
し
て
い
ろ
い
ろ
な
文
化

に
接
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場
は

移
動
図
書
館
（
３
月
分
）

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
む
ｙ
と
き
・
：
３
月
８
日
間
第
１
回

け
て
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
＝
午
前
1
1
時
か
ら
。
第
２
回
＝
午

市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人
で
後
２
時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
…
公
民
館

福
祉
に
関
心
の
あ
６
人
ヽ
ぜ
ひ
お
（
市
民
会
館
）
ｙ
上
映
乍
品
・
＝
「
椿

こ
し
く
だ
さ
い
。
三
十
郎
」
。
（
公
民
館
）

募
集

「
高
齢
者
の
生
ざ
ま
」
講
師
―
東

山
高
等
学
校
教
諭
横
田
哲
さ
ん
）
、

映
画
「
織
田
信
長
」
。

（
公
民
館
・
福
祉
課
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
つ
ど
い

心
身
障
害
者
教
室
の
取
り
組
み

と
し
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
っ
ど
い

を
お
こ
な
い
ま
す
。

ｙ
と
き
…
３
月
1
5
日
間
午
前
1
0

時
1
1
2
時
半
ｙ
と
こ
ろ
・
：
松
園
ボ

ウ
ル
ｙ
対
象
・
：
市
内
在
住
の
心
身

障
害
者
で
、
義
務
教
育
を
終
了
し
、

養
a
f
学
校
に
通
っ
て
い
な
い
人
。

ｙ
参
加
費
上
部
自
己
負
担
（
三

百
円
程
度
）
ｙ
申
し
込
み
…
社
会

教
育
課
ま
で
。
（
社
会
教
育
課
）

少
年
少
女
合
唱
団

第
３
期
生
募
集

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
第
３

期
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
…
原
則
と
し
て
４

月
に
新
５
年
生
と
な
る
市
内
在
住

の
男
女
で
、
毎
土
曜
日
の
定
期
練

例
や
各
種
発
表
会
な
ど
の
団
活
動

を
、
中
学
枚
卒
業
時
ま
で
継
続
が

で
き
、
歌
に
対
す
る
熱
意
の
あ
る

人
▼
募
槃
人
貝
・
：
約
３
０
人
▼
募
渠

期
間
…
３
月
５
日
～
1
4
ｕ
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）
。

希
望
≪
1
れ
る
人
は
、
社
会
教
育

課
（
ｓ
⑩
3
1
4
1
内
線
2
1
1
）
ま

で
、
（
社
会
教
育
課
）

一
４
順
順
毒
畷
宍
白
白
作
図
に

よ

り
４

」 煮

」

な

一
⑤
言
示
談
回
心
な

*
.
-
^
ｍ
x
M
:
ｔ
ｒ
j
m
>
≪
>
Ｂ
ａ
>
i
^
J
ｔ
ｍ
ｔ
f
m
＾

Ｉ

■
■ノ
”
’
゛

’

＾

沁
…

……
｝

『
ｉ

土
ｎ
お

Ｉ

別
■
’
■
４
’
ゝ
汲

ご
■
Ｕ
ｋ
”

＊
溺
麟

3月2日から切替え

受
け
よ
う
住
民
検
診

固定資産税

３月20日まで

課税台帳縦覧中

―

１ １ １
＝

１
＝川

ｍ
Ｉ皿＝―川

ｍ一
1
1
1
1
1
1

川
ｍｍ

―
川

一
ｍ川＝１ １－川ａ川１ １

１＝皿
ｍ

＝
ａ
川＝１＝＝＝川

ｍ
』

－
＝＝川＝ｍ－ｍ１一一＝一＝＝－＝＝ｍ

＝
！
＝皿＝＝

－
―

ら、
師

す
す
ん
で
受
診
を

みんなの健康



号5 0
｛
ｂ第 りよだ政市治宇 ㈲行発日１月ｎ

ｊ
ｊ年ｇ

）
ｑ
）

和昭ぐ年8
1

1 9

8
1
3
月
の
相
談

カ
レ
ン
ダ
ー

市役所清掃課

ＴＥＬ22314

1番

、
ノ
ー
一

除
・
中
派
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ヽ
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ヽ
番
ヽ
’
ノ
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を
山
新
ヽ
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ｊ
の
信
ヽ
ヽ
浦
正
壇
新
鉄
塚
華
弐
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裏
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３
語
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里
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道
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ヽ
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５
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竹
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南
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山
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ヽ
瀬
鉄
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ヽ
番
田
田
妙
ヽ
以
中

山
大
ヽ
裏
道
ヽ
域
中
京
前
御
園
尾
大
国
ｊ
ヽ
林
三
皆
山
ヽ
琶
鉄
ヽ

寺
ヽ
田
西
府
尻
仝
、
南
銀
の
御
桧
ヽ
ヽ
東
川
梅
・
日
ヽ
番
琵
国
谷

ヽ
ロ
ノ
の
の
ノ
の
尻
ら
京
ｊ
ヒ
一
一
畑
端
ノ
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ヽ
二
ヽ
振
壱
ヽ
、
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ｊ
宮

裏
ノ
中
筋
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井
東
井
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｀
浦
朗
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南
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林
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ヽ
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ノ
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文
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内
3
2
蔭
山
ヽ
踏
平
近
若
京
ヽ
’
ノ
4
3
南
北
田
・
ヽ
原
束
西
南
以
ヽ
添
角
村
舎
域
東
宇
山
落
全
野
仝
ヽ
2
0

里
裏
ノ
ゝ
ヽ
南
田
鉄
ヽ
く
ヽ
ヽ
浦
ヽ
ノ
ゝ
・
以
新
山
山
草
・
一
」
鉄
前
野
福
上
宿
全
ヽ
ヽ
東
矢
く
ヽ
く
開
〃

一
屋
山
2
1
面
ヽ
成
近
椋
除
谷
際
西
田
3
3
池
筋
の
蔭
蔵
金
中
島
畑
国
谷
ヽ
ヽ
ヽ
ノ
ヽ
大
く
方
桜
ヽ
ヽ
除
谷
除
大
１

ヽ
茶
ヽ
ぐ
浮
口
丿
新
ら
旦
を
ヽ
ヽ
ノ
大
山
の
砂
ぐ
堀
道
丿
東
ヽ
御
ヽ
正
北
山
ヽ
ヽ
’
ノ
ヽ
道
坂
東
島
京
除
乙
小
法
坂
を
大
を
ヽ
ぐ

谷
・
山
宅
ｊ
・
ト
筋
ヽ
か
ヽ
ｊ
島
筋
ヽ
ヽ
南
・
宅
ヽ
市
田
丿
以
内
ヽ
揃
の
ヽ
ヽ
ノ
ヽ
南
３
谷
路
島
界
折
ノ
ヽ
ノ
木
ヽ
を
ヽ
ノ
ヽ
ノ
ヽ
ヽ
善
米
３
ｊ
、
ノ
筋
ヽ
ノ
ヽ
筋
尾
宅

生
裏
ノ
ー
住
域
木
ウ
道
田
前
原
白
田
道
山
浦
以
田
住
池
の
遊
域
鉄
ノ
尾
花
東
域
原
ヽ
中
岡
小
雀
寺
ヽ
芝
町
～
、
内
町
域
域
本
尻
ヽ
ヽ
域
域
域
道
域
塚
道
根
住

桐
西
北
保
営
全
名
ヽ
国
成
所
田
半
新
国
北
南
筋
遊
営
蓮
で
南
全
近
研
平
｀
以
全
河
村
東
昿
熊
雲
ヽ
野
の
平
カ
ノ
平
全
全
山
哩
川
森
全
全
全
国
全
蛇
国
小
営

ぐ
く
ぐ
久
府
ぐ
ぐ
荒
ぐ
ぐ
出
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
く
道
ぐ
府
く
ま
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
塚
鉄
ぐ
ぐ
中
・
ぐ
ぐ
東
平
西
ぐ
Ｉ
戸
ｒ
、
ぐ
ぐ
く
塔
池
く
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
府

町
町
保
町
町
町
町
町
治
町
町
町
町
町
保
町
町
町
町
治
幡
・
蔵
幡
庄
幡
庄
道
庄
道
町
川
治
治
川
台
町
町
明
治
町
町
保

野
心
八
晶
野
一
丿
浪
錨
々
歎
々
｀
台
ｔ
’
ヶ
ヶ
ケ
ー
Ｕ
轟
愚

広
大
西
安
伊
開
広
大
宇
小
羽
伊
小
伊
西
小
伊
槙
小
宇
木
六
木
五
木
五
菟
五
菟
明
志
宇
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白
琵
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羽
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皿
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Ｊ
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ｋ
ｈ
躇
箭

ぷ
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議
前
賢

蔵
大
｀
内
中
山
西
紺
国
東
田
平
日
一
ぐ
折
三
｀

地
｀
尾
ノ
｀
炭
ヽ
｀
ぐ
ノ
西
゛
｀
ロ
ヽ
｀
ｊ
原

六
畑
平
陣
剔
勘
辻
四
芝
Ｌ
開
削
町
出
勅
刺
皿
鉾

仙
ヽ
ヽ
平
原
以
ノ
｀
ヽ
り
新
以
平
、
以
以
道

遥
側
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弾
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｀
盾
蕪
一
膝
畿

畑
・
ヽ
蔵
山
ぐ
目
ヽ
ヽ
道
】
ぐ

Ｗ
＼
m
東

ぐ

山
畠
揃
御
蔵
中
丁
畑
林
界
浦
角
田
田
角
浦
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山

南
北
花
北
御
正
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内
大
寺
西
福
車
福
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芝
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2
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禁
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ｍ
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・
３
譜
箭
嶼
石
匹
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拍
町
北
収
壱
｀
中
本
俯
ｔ

羽
田
宮
‐
払
振
西
山
裏
皿
皿

一
岫゜

開
蛇
森
ヽ
川
東
｀
南
ヽ
裏
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尽
］
響
岩
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轟
巍
節
慾

道
ｙ

ｊ
ｊ
ｒ
ｙ
ｊ
ヽ
、
ｊ
ｙ
ハ
″
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菟
部
部
北
南
治
通
東
妙
・
内
西
東
西

゜
一
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以
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似
尻
の
以
以
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気
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胆
窃
策
励
聘
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津
ｓ
Ｉ
妙
ぐ
ぐ
ヽ
ヽ
山
ぐ
ぐ
ヽ
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北
東
番
番
ヽ
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宇
治
市
民
憲
章
か
ら
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